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研究成果の概要（和文）：小中学校への情報モラル指導の現状と課題に関する調査の結果から，小学生を対象と
した情報発信に関わる情報モラル学習単元を開発する必要性が高いことが分かった。そこで，2つの単元を開
発・実践し，その学習効果を検討した。これらの単元では，実際の情報発信を通して児童が主体的に学ぶことが
できるように，タブレットPCを活用して画像や音声を含むプレゼンテーション等を作成する活動を取り入れた。
どちらの授業実践においても，児童は情報発信で気を付けるべき点を意識し，主体的に活動に取り組むことがで
きた。また，授業終了後も，授業で学んだことを今後の情報発信に生かしていきたいと考えていることが分かっ
た。

研究成果の概要（英文）：Results of a survey of current conditions and issues related to information 
ethics education at elementary and junior high schools revealed needs for developing learning units 
for information ethics related to information transmission for elementary school students.  
Therefore, we developed and applied two units of study and examined their learning effects. For 
students to learn subjectively through the experience of actual information transmission in these 
study units, we added activities to create presentations and other works including images and sounds
 using tablet PCs. In practical activities of both classes, students were able to act on their own 
initiative, with awareness of points particularly related to information transmission. Additionally,
 results show that even after the class, the students wanted to use what they had learned in class 
related to information transmission.

研究分野：教育工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ネットワークの使用に関わる子どもたち
のトラブルや事件は後を絶たず、学校におけ
る情報モラル指導の必要性は高かった。しか
し、学校における情報モラル指導の位置付け
は曖昧で、具体的な取り扱いはそれぞれの学
校に任されているのが現状であった。 
そのようなことから、情報モラルについて、
小中学校の教員は指導の必要性を感じてい
るのか、また、具体的にどのような内容につ
いて、どのくらいの時間の指導が行われてい
るかを明らかにすることが必要と考えられ
た。このような調査を行い、情報モラル指導
の現状と課題を把握した上で、小中学校の教
員にとって指導が行いやすく、学習効果の高
い情報モラル学習単元の開発が必要と考え
た。 
 単元の開発に当たって、タブレット PC の
活用が有効と考えた。タブレット PC は操作
が簡単であるだけでなく、タブレット PC の
みで静止画、動画、ナレーション、BGM 等を
組み合わせたプレゼンテーションが容易に
作成できる。また、タブレット PC を囲んで
子ども同士が話し合いをしたり、発表をし合
ったりすることが容易である。このようなタ
ブレット PC のよさを生かした単元開発を行
いたいと考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、小中学校における情報モラル
指導の現状と課題を明らかにした上で、タブ
レット PC を活用した情報モラル学習単元を
開発・実践し、その学習効果を明らかにする
ことを目的とした。 
また、タブレットPCの活用に当たっては、
情報モラル学習に限らず、様々な教科等にお
ける活用方法も検討することが、情報モラル
学習におけるタブレット PC の活用法を考え
る上でも役立つと考えられたため、教科等を
限定しないタブレット PC の活用方法も検討
していくこととした。 
 
３．研究の方法 
 小中学校への情報モラル指導の現状と課
題に関する調査の結果から、小学生を対象と
した情報発信に関わる情報モラル学習単元
を開発する必要性が高いことが分かった。そ
こで、2 つの単元を開発・実践し、その学習
効果を検討した。また、情報モラル学習以外
でのタブレット PC の活用方法についても検
討した。それぞれの研究方法は次のとおりで
あった。 
 
(1)小学校・中学校を対象とした情報モラル
指導に関する調査 
①調査対象 
A 市内の全小学校（114 校）、全中学校（58
校）を対象とした。回答者は各学校で情報モ
ラル指導に関わる主担当者とした。 
 

②調査時期 
平成 26 年 2月 
③調査内容 
 調査内容は次のとおりであった。 
・情報モラル指導の実施状況 
・情報モラル指導の必要を感じている内容 
・情報モラル指導を実施している内容 
・情報モラル指導を実施する上での問題点 
 
(2)対象を限定した情報発信に関わる単元開
発と実践 
①単元開発 
単元名は、「二十歳へのプレゼント～小学
校の思い出を伝えよう～」であり、小学校 6
学年総合的な学習の時間に位置付けて開発
した。 
この単元は、タブレット PC を活用したプ
レゼンテーションの作成を通して、情報モラ
ル学習を行うものであった。卒業制作の一環
として、小学校生活やその思い出についての
プレゼンテーションを、静止画や動画を使用
してグループごとに作成し、二十歳に行う同
級会で見合うことを目標に活動を進めさせ
るという内容であった。 
②指導計画 
 指導計画は表 1のとおりであった。 
 
表 1 「二十歳へのプレゼント～小学校の思
い出を伝えよう～」指導計画 

時 主な学習活動 
1 ・活動のめあてを話し合い、決定する。 
・活動内容・プレゼンテーションした
いものについて話し合い、決定する。 
・児童それぞれが担当したい内容を基
に、グループを決める。 

2 ・情報モラルと表現のめあてについて
話し合い、決定する。 

3 ・プレゼンテーションのシナリオを作
成する。 

4･5 ・プレゼンテーションを作成する。 
（休み時間等も活用する。） 

6 ・中間発表会を行い、グループごとの
プレゼンテーションを互いに見合
い、よい点や修正すべき点について
意見交換をする。 

7 ・中間発表会での意見等を基に修正を
行う。 

8 ・卒業式後に発表会を行う。 
（保護者に見てもらうとともに、10
年後の同級会で視聴することを確認
する。） 

 
③対象児童 
対象児童は、公立小学校 6 学年 1 学級 21
名であった。ただし、授業実践中に欠席した
時間がある1名については分析の対象から除
いた。 
④授業実践の期間 
授業実践の期間は、平成 27 年 2 月から 3
月であった。 



⑤評価の方法 
 情報モラルのめあての自己評価、活動につ
いての自由記述、活動後に考えたこれからの
情報発信で気を付けたいことの記述内容等
を基に評価を行った。 
 
(3)インターネット上の情報発信に関わる単
元開発と実践 
①単元開発 
 単元名は、「町のマスコットキャラクター
PR 番組を作って全国に発信しよう」であり、
小学校5学年総合的な学習の時間に位置付け
て開発した。 
この単元は、社会科「情報化した社会とわ
たしたちの生活」の発展的な学習として、町
のマスコットキャラクターをもっとよく知
ってもらうための番組を作り、地域のケーブ
ルテレビ局での放送とともにインターネッ
ト上で発信する活動であった。インターネッ
トなどで多くの人に向けて発信する際には
情報モラルの観点から気を付けるべき点が
あることに気付き、番組作りを通して、実際
にどのような点に配慮するかを具体的に学
ぶことをねらいとした。 
②指導計画 
 指導計画は表 2のとおりであった。 
 
表 2 「町のマスコットキャラクターPR 番組
を作って全国に発信しよう」指導計画 

時 主な学習活動 
1 ・活動のねらいと内容について話し合
う。 
・活動のグループを作る。 

2 ・番組内容を相談し、シナリオを作成
する。 

3 ・情報収集（インターネット等）を行
う。 

4 ・情報モラルの観点から配慮すべきこ
との指導を、ゲストティーチャーか
ら受ける。 
・配慮すべき点の確認と情報モラルに
関わるめあて作りをする。 

5 ・マスコットキャラクターへのインタ
ビューを行う。 

6･7 ・役場の人やキャラクターグッズ売り
場の人への取材を行う。 

8･9 ・タブレット PC のアプリを使用した番
組制作を行う。 

10 ・学級内発表会を行い、その後、互い
によい点、修正すべき点を出し合い、
必要な修正を行う。 

 
③対象児童 
 対象児童は、公立小学校 5 学年 35 名であ
った。ただし、授業実践中に欠席した時間が
ある 2名については分析の対象から除いた。 
④授業実践の期間 
授業実践の期間は、平成 28 年 2 月から 3
月であった。 
⑤評価の方法 

 活動についての意識、活動を振り返っての
自己評価、活動後に考えたこれからの情報発
信で気を付けたいことの記述内容等を基に
評価を行った。 
 
(4)情報モラル学習以外でのタブレットPCの
活用方法 
タブレット PC には、操作が簡単であるこ
と、持ち運びがしやすいこと、プレゼンテー
ションの作成がタブレット PC のみで可能で
あること、カメラ機能による動画・静止画の
撮影や再生が容易であることなどの利点が
ある。このようなタブレット PC の特長を生
かした、音楽科、体育科、国語科等における
活用方法についても検討を進めた。 
 
４．研究成果 
(1)小学校・中学校を対象とした情報モラル指
導に関する調査 
小学校 71 校（62.28％）、中学校 38 校
（65.52％）から有効な回答が得られたため、
それらを分析の対象とした。 
調査結果から、情報モラル指導は小学校・
中学校ともに各学校の指導計画におおむね
位置付けられているが、小学校よりも中学校
の方が情報モラルに関わる指導時数が多く、
指導項目別の指導の割合も高いことが分か
った。しかし、指導項目別に指導の必要性を
調査した結果では、小学校・中学校ともにす
べての項目についてその必要性を強く感じ
ていた。 
中学校では、教科等の授業時間だけでなく、
全校・学年の朝会・集会等でも高い割合で情
報モラル指導が実施されていた。教科等の授
業だけでは十分に指導できない部分をこの
ような時間を使用しながら指導しているこ
とが考えられた。この調査では、全校・学年
の朝会・集会等での指導内容を具体的に調べ
ることはできなかったが、時間のやりくりを
しながら必要な指導を行っている現状があ
ると考えられた。 
小学生よりも中学生の方が情報機器やネ
ットワークの使用が多くなるため、それに対
応した具体的な指導が必要になっていると
思われたが、調査した指導項目については、
小学校でも中学校でもほぼ同じように指導
の必要性を感じていることを併せて考える
と、小学校の段階から計画的に指導を行って
いくことについて検討していく必要がある
と考えられた。このようなことから、本研究
では、小学校における情報モラル学習単元の
開発・実践を進めることとした。 
また、小学校・中学校に共通して指導の割
合が高かった分類は、主に仲間とのネットコ
ミュニケーションにおけるルール・マナー等
であった。この分類の項目は、不適切な言葉
の使用、誹謗中傷、他人の個人情報・写真・
動画の悪用、仲間外し、ネットいじめであっ
た。 
しかし、情報モラル指導を実施する上での



問題点として、小学校・中学校に共通して強
く意識されていた内容は、新しいネットワー
ク上のコミュニケーション手段についての
知識不足と、そこで起こっている問題のある
画像の投稿、ネットいじめ等のトラブルに関
する教師の知識不足であった。 
このようなネットコミュニケーションに
関わる内容は、情報発信に関わる活動を通し
て学んでいくことが可能であると考えられ
たため、開発する単元は情報発信に関わるも
のとした。 
 
(2)対象を限定した情報発信に関わる単元開
発と実践 
授業実践において、児童は教師の支援を受
けながら、情報モラルのめあてを決めた。情
報モラルのめあてについては、プレゼンテー
ションに取り上げられる人への配慮と、プレ
ゼンテーションを視聴する人への配慮の両
方を含むものであり、めあてとして適当なも
のであったと考えられた。 
授業実践後、これらの情報モラルのめあて
を達成できたかどうかについて自己評価を
行った結果では、プレゼンテーションに取り
上げられる人への配慮についても、プレゼン
テーションを視聴する人への配慮について
も、児童は達成できたと考えていることが分
かった。また自己評価の理由の記述からは、
めあての達成に向けて取り組んだ様子が分
かった。 
活動についての感想の記述からも同様に、
情報モラルのめあての達成に向けて取り組
んだ様子が分かった。特に、画像使用の許可
を取ることを意識していることが分かった。 
今後インターネット上のSNS等で情報発信
をする際に気を付けることについての記述
でも、情報モラルのめあてに関わる内容を意
識した記述が見られた。 
このようなことから、総合的な学習の時間
における卒業制作の活動に、情報モラル学習
を位置付けることにより、情報発信の留意点
について学ぶことができたと考える。 
 
(3)インターネット上の情報発信に関わる単
元開発と実践 
授業実践において、第 1～3 時の活動を進
める中で児童が思った疑問に答えることも
取り入れながら、第 4時に情報モラルの観点
から配慮すべきことの指導をゲストティー
チャーが行った。その際の観点は、著作権、
肖像権、発信する内容等であった。児童がこ
の指導内容を基に留意点として考えたこと
の例は次のとおりである。 
・マスコットキャラクターの写真を番組に使
うときは、キャラクターを作った役場の人
に許可を取る（著作権）。 
・インタビューするときは、そのときの映像
をどのように使うか伝えて、許可をもらう
ようにする（肖像権）。 
・誰かの悪口のようなこと、見ている人がい

やになるようなことを発信しない。正しい
情報を発信する。（主な発信の対象である）
子どものことを考えて内容を考える（発信
する内容）。 
 児童は、このような点に留意しながら活動
を進め、PR番組を制作した。 
 活動後の調査等の結果からは、児童が活動
への興味・関心を持って意欲的に取り組めた
ことが分かった。また、情報モラルに関わる
めあてを意識して活動を進めたことが分か
った。 
さらに、ネット上に情報発信をする際に気
を付けたいことについての記述では、著作権、
肖像権、個人情報に配慮することに加えて、
取り上げられる人への配慮、視聴する人への
配慮等についての記述があり、将来、SNS 等
を使用する際に留意すべき点についても学
ぶことができたと考える。 
 
(4)情報モラル学習以外でのタブレットPCの
活用方法 
 小学校音楽科のリコーダー学習において
は、個別学習の際に手本となる指使いのビデ
オクリップをタブレット PC に入れておき、
それを活用させることにより、指使いの習得
に効果があることが分かった。 
また、小学校体育科においては、マット運
動の技の様子を仲間にビデオ撮影してもら
い、それを視聴することにより、自分の技の
課題を明確にして練習に取り組むことがで
きた。また、小学校国語科においても同様に、
自分のスピーチの様子を仲間から撮影して
もらい、それを視聴することにより、自分の
話し方の課題を明確にして練習に取り組む
ことができた。どちらも課題意識を持って学
習に取り組むことができ、学習に効果がある
ことが分かった。 
 
(5)まとめ 
小中学校への情報モラル指導の実態調査
の結果から、小学生を対象とした情報発信に
関わる情報モラル学習単元を開発する必要
性が高いことが分かった。そこで、2 つの単
元を開発・実践し、その学習効果を検討した。 
実際の情報発信を通して児童が主体的に
学ぶことができるように、タブレット PC を
活用し、動画や音声等を含むプレゼンテーシ
ョン等の作成を通して情報モラル学習に取
り組めるようにした。授業実践の結果、どち
らの授業実践においても、情報発信において
気を付ける点を意識しながら主体的に活動
に取り組むことができた。また、授業終了後
も、授業で学んだことを今後の情報発信に生
かしていきたいと考えていることが分かっ
た。 
さらには、情報モラル学習以外でのタブレ
ット PC の活用方法についても、カメラ機能
の有効な活用方法等を明らかにすることが
できた。 
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